
改修及び新設統合した場合の経費の比較（概算）

■改修費用（業者等見積）

（単位：円）
南部センター 北部センター 計

施設改修 171,990,000円 167,420,000円 339,410,000円

厨房機器 552,230,000円 550,850,000円 1,103,080,000円

設備機器 196,300,000円 183,820,000円 380,120,000円

計 920,520,000円 902,090,000円 1,822,610,000円

※施設改修は、施設の屋根・外壁の補修及び、調理場内の全床・洗浄室の天井と壁の補修等のみ計上

■15年経過後の経費比較

経過年数 改修した場合 新設統合した場合 削減額 中野市目標人口
（2施設） （1施設） （改修　－　新設） 推計ベース値

　　〇　0年目 改修費 統合新設費

　　・新設又は改修 18億2,300万円 30億円 ▲11億7,700万円 40,422人

　　〇　0年目～15年目

　　・ランニングコスト
　　15年間分

　　（資料2 ランニング
　　　コストの比較より）

35億1,810万円 21億8,140万円 13億3,670万円

小計 53億4,110万円 51億8,140万円 1億5,970万円

　　〇　15年後 統合新設費※ 改修費

　　・新設又は改修 30億円 9億1,200万円 20億8,800万円 34,600人

合計 83億4,110万円 60億9,340万円 22億4,770万円

※15年後の統合新設事業費は現時点で想定される事業費であり、物価上昇等は考慮していません。
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